
（別紙４）

  飯田市こども発達センターひまわり
公表日   2026年 3月  13日

利用児童数   2026年 1月 19日        45 回収数 42

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

環
境
・
体
制
整
備

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

34 7 1 0

・トイレは子供に付き添って入るので、
クラスでも他クラスの子供とも使うと
ちょっと狭いかなと思う
・身体が大きくなり教室での活動は狭さ
を感じる事がある。動きの面で他の子供
と接触等危険もあると思いました。
・朝の支度時に狭さを感じる。
・天気が悪いととても混み合う。遊戯室
でダンス等してもらうと助かる。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

36 3 3 0

・先生が個々での対応をしなければならなく
なる場合が多くあるためもう少しいてもらえ
たら助かると思いました。
・先生方は、できる限りよくみてくれている
と思いますが、職員の数は足りていないよう
に感じる。療育が充分に行われていない。そ
こまで手が回っていないと思う。
・単独でお願いしていても、朝の散歩を子供
の体調を考慮した結果無しにしてほしいと伝
えたが、担任がいないの見れませんと言われ
ました。
・通常時は問題ない人員だとしても、パニッ
クなどの急な対応で先生方がついている時、
手が足りていなく感じる。
子どもの相談したい事などがあっても話しか
けるのが難しく感じる。
・日によっては少ないかな?と感じる時もあ
ります。
・臨時の先生など配置して先生がなるべく不
足にならないように配慮くださってるのが伝
わります。
・保育園見学の同行等で一人先生が不在にな
るととたんに人手不足になることが多い。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

37 5 0 0

・トイレとその他の活動をする場所(教
室)は、わかるようになっている。教室
内もロッカーと支度をする場所が区切ら
れている。
子どもたちに分かりやすくなっているか
と言われると、どちらともいえない。
(絵などで示されているわけではないた
め。)
・りす組がいま下駄箱から1番遠い駐車
場なのが何故だかわかりません。ぞう組
さんが入り口手前なので正面玄関前の駐
車場を使ったらいいになと思います。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

36 5 0 1

・クラスのお部屋はいいと思います。
トイレの使用済みのおむつを置く場所は
床で引き出しの手前なので、開けにくく
取り出しにくいと思っています。
・トイレが狭いと感じます。親子通園の
際は大人同士重なると狭さを感じまし
た。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

・クラスごと必要に応じて、支度をする
スペースは構造化をし、動線を短くする
ことや、実物を見て行うことを通して、
やることが分かりやすい環境の工夫をし
ているところです。
・通所部門の駐車場については、日頃よ
りご協力をありがとうございます。保護
者の車種等により毎年駐車場の利用の仕
方を工夫しています。今年度からりす組
が部屋の前へ停めていただくよう変更し
ました。駐車場から下駄箱までの距離は
ありますが、部屋から職員がこどもさん
の登園の様子等を見ることができ、大変
さが見受けられる時にはすぐに対応でき
るよう考えましたが、また来年度はご意
見を基に駐車場利用について検討してい
きます。

・使用済みのおむつの置き場所について
は、個人用の引き出しの位置等の工夫を
し、使いやすい環境を整えたいと思いま
す。

・トイレに行く時間が重なることがあ
り、不都合をおかけしています。予測さ
れる時は、他クラスと時間の調整をし混
み合わない工夫を引き続きしていきま
す。
・朝の支度も同様、混雑する時間等を予
測し、支度のスペースを複数設ける等、
クラス毎工夫するようにしていきます。
・天候が悪い時の室内での活動は、各部
屋、遊戯室に加え、廊下でも体を動かし
て遊べるスペースが確保してあります。
天候が悪いときは５クラスが時間をずら
し、順番で遊戯室を使うようにしていま
す。広い場所を使えない時間帯もありま
すがご理解をお願いします。

・ひまわりの職員配置基準はこども4人
に対して職員1人ですが、現在こども3人
に対して職員1人の配置をしています。
担任が同行やグループ担当、休暇等で不
在になる時は、代替職員が入って調整
し、状況に合わせて、職員のフォロー体
制が作れるよう考えていきます。
・クラス担任に相談が難しい時は、申し
訳ありませんが、事務室職員（所⾧、児
童発達支援管理責任者、相談支援専門員
等）で対応していきたいと思いますの
で、ご相談ください。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援
が受けられていると思いますか。 

36 6 0 0

・いろんな手立てを考えて下さり、教え
ていただいています
・ここの特性や困難なことに対しての配
慮が行き届いていました
・先生にもよりますが、子どもの特性を
理解し、その子に合った対応をしてもら
えていると思う。
・子供が目から情報が得ることが分かっ
てから、視覚で伝えたりして、徐々に成
⾧しているのを実感できている。
・先生によって把握しきれていないと感
じることもある
・発達段階、特性に合った支援が足りな
いと感じるときがある。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。

37 3 0 2

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思
いますか。

39 2 0 1

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支
援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体
的な支援内容が設定されていると思いますか。 39 2 0 1

取り留めのないこちらの言葉を上手に文
章にしてくれいつも感激している。

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

37 2 0 1

・支援がどの程度行われているのか、具
体的な連絡があまりないためよく分から
ないことがある。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。

32 7 0 3

・障害の特性に応じて活動が工夫されて
いるかと言われると、そこまで対応はで
きていないように思う。
・活動内容が単調すぎると感じることが
ある。もっと子どもたちの脳に刺激を与
えるような活動があっても良いと感じ
る。
クラス単独の遠足などの行事も12月ま
で1回もなく、退園するお友達との思い
出づくりも含めて、さみしい限りでし
た。
・色々な感触を触ったり、光遊び、音遊
び、身体を動かす等毎日色々な体験をさ
せてもらえ、本人も楽しそう。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと
活動する機会がありますか。

42 0 0 0

・交流はとてもありがたい事だと感じま
したがなかなか交流自体が難しい事が多
いこともありました。
・あるようですがなかなか参加できず
…。
可能であれば回数を増やして欲しい。
・他の保育園のと交流をしているのを体
験できた。
・保育園の先生がひまわりに来園をした
際、先生達が何をするかわかっていなく
てこども達が戸惑っていることがあっ
た。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。

37 4 1 0

・ひまわりの理念や親子通所の必要性な
ど養育としてなぜやっているか等の説明
が不十分と感じる。
毎年やっているからみんなこうやってい
るからと感じる事が多い。

・職員によって発達特性の理解や支援方
法に差があるというご意見がありまし
た。今後も、保護者との情報共有を充実
させ信頼関係の中で専門を活かした発達
支援を行えるよう、専門性の向上を目指
した発達支援に関する研修、発達特性の
理解を深める研修への参加、園内の専門
スタッフからの助言等、様々な情報収集
を職員一人ひとりが行い、こどもの特性
や保護者の支援について理解を深めてい
きます。

適
切
な
支
援
の
提
供

・個別支援計画のモニタリング結果を3
～６ヶ月に1度行い、保護者に個別に説
明をしています。わかりにくい点等をお
聞きしながら丁寧な説明に努めていきま
す。また、親子通園や毎朝の時間に行っ
ている支援について共有するよう改めて
見直していきます。
・児童発達支援システムより個別支援計
画、モニタリング結果共にいつでも確認
ができますので、そちらもご利用いただ
けるよう改めて周知していきます。

・こどもの姿、天気、体調等を考慮して
手先を使う活動、着席して行う活動、体
を動かす活動など、感覚遊び等様々な活
動を経験できるよう、活動内容のねらい
や何を大事にしたいのか職員間で確認
し、クラス毎内容検討をしています。お
子さんによっては、繰り返し同じ活動を
経験することで楽しめるようになること
もあり、状況を見ながら変化をつけ活動
を組み立てるようにしています。ご意見
いただいたことを参考に、素材研究や、
専門スタッフのアドバイスをもらう等、
来年度も活動の工夫を検討していきま
す。
・クラス単位で行う遠足等については、
クラスのこどもの姿や発達段階に合わせ
て時期や内容を検討し、親子で楽しく社
会体験ができるよう計画をしています。
時期についてはクラスによって異なりま
す。今後も公園で遊ぶことや公共機関の
利用、外食体験等クラスに合わせて体験
する機会を大切に計画をしていきたいと
思います。

・松尾あかり保育園の園児がひまわりに
来園しての交流が4回、ひまわりから保
育園へ行く交流を４回実施しました。ま
た、クラスの活動散歩で保育園へ出かけ
たクラスもありました。交流の内容や回
数については、来年度松尾あかり保育園
の先生方とも検討し、引き続き計画した
いと思います。

・4月の母研修の機会に、ひまわりの運
営、支援プログラムについて資料を配布
し保護者へ説明を行っているところです
が、再度見直してわかりやすい説明に努
め、不明な点は質問等してもらえる時間
を設けたいと思います。



13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

42 0 0 0

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています
か。

37 2 2 1

・ひまわり以外の親同士の交流の場や活
動の場があることを自分で調べて初めて
知った。
飯田市だけでもたくさんの支援活動をし
ている団体や場があることをもっと積極
的な情報提供して欲しい。
・保護者会や母の会と合わせると結構な
数で出られない時があった。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。

35 4 2 1

・とても支えてもらい、理解をしようと
してもらえてありがたいと感じました
・先生方が忙しくされているため、ひま
わりで直接話をすることは難しいが、必
要であればデイロボに入力して伝えてい
る。
・クラスの主担任を育休明けの先生にす
る事に疑問を感じました。先生自身が子
育ての最中で、時間に制約があるので事
業所側の配慮が足りないと感じます。主
担任である必要はないと思います。
正直、担任4人が朝から1週間揃った日
は無いと感じています。お休みは良くて
も、何故主担任がそんなにクラスにいれ
ないのか説明もなく頼りたくても信頼感
が持てませんでした。担任どうし連携が
取れていないと感じることもありまし
た。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

34 6 2 0

・相談をすれば、一緒に考えてもらうこ
とはできる。
・計画相談の面談が定期的にあるため、
そこで話をしている。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

34 5 1 0

・クラス担任や補助で入っていただく先
生達は、子どもを安心してお願いできま
す。
一部の他クラスの担任の先生は、自分達
のスペースにうちの子が入って来られる
のが嫌みたいです、、
自分のクラスの子が大事なのは分かりま
すが、あからさまに嫌な目で見るのはや
めていただきたいです

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流
の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

32 7 1 2

・きょうだい同士の交流はあまりないの
かなと思います
参加が難しいこともありますが、機会が
あればうれしいかなと思います
・きょうだい向けのイベントの開催は、
とくにされていない。
・もう少し増えるとうれしいです。
・よその家庭との交流に時間をとられる
のはむしろ迷惑です。
・保護者同士はあるが、きょうだい同士
は交流を感じたことがない。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。 35 3 2 2

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。

34 6 2 0

保
護
者
へ
の
説
明
等

・親の会、支援活動等個々の状況に合わ
せながら、できるだけわかりやすく情報
発信を行うよう検討していきます。
・母の会の情報コーナーを保護者の方も
ぜひご活用いただければと思います。

・クラス担任等について、ご意見をいた
だきました。発達支援について相談がで
きない状況がありましたこと、大変ご迷
惑をおかけし申し訳ありませんでした。
現在、職員確保ができるよう力を尽くし
ております。
職員の専門性、経験年数、配置のバラン
ス等でクラス担任が決まってきますが、
家庭の都合等により勤務状況が変わるこ
ともあります。何卒ご理解をいただけれ
ばと思います。その都度状況に合わせて
クラス体制の説明をし、クラス担任同
士、代替職員ともお子さんへの支援を共
有するようにしていきます。
また、クラス担任に相談が難しい時は、
申し訳ありませんが、事務室職員（所
⾧、児童発達支援管理責任者、相談支援
専門員等）で対応していきたいと思いま
すので、ご相談いただければと思いま
す。重ねて、ご理解の程よろしくお願い
します。

・日々の発達支援の中で相談できる時間
が限られており、その中で個別の面談を
担任を中心に実施しているところです。
保護者の方からの相談希望があった時に
は日程等の調整をし、対応してまいりま
す。連絡帳、電話等色々な方法で相談支
援の機会を増やしていきたいと思いま
す。
・相談支援専門員との面談は利用計画の
モニタリングの時期に応じて計画的に実
施しています。

・遊びや友だちへの興味・関心の様子に
合わせてクラス以外の部屋や友だちとの
関わりを求める姿は社会性の育ちに繋が
り嬉しいことです。朝の時間、給食前の
自由遊びの時間、給食後の遊戯室での時
間等、クラスの枠を超えて交流するよう
にしています。改めて、全職員でクラス
に限らず発達支援に努めることを確認し
ていきます。

きょうだい支援としては、家族支援の中
できょうだいの事に関する相談援助も含
め考え合っていけるよう努めます。きょ
うだいの方が参加できる行事について
は、引き続き家族遠足や夏祭りに参加を
していただきたいと思い、来年度も計画
していきます。



21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。

31 2 3 6

・当初は行事の伝達がなく、保護者も困
惑したことがあったが、秋ぐらいから改
善されたように思います。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。
39 2 0 1

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

36 4 1 1

・母子通園の時には親子で確認して避難
訓練ができておりますが母子分離の時間
帯を想定した避難方法等が不安を感じま
した

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が行われていますか。

39 2 0 1

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

34 5 1 2

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

36 3 2 1

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。

39 2 0 1

・行きたくない時期もありましたが、先
生方が気持ちに寄り添い対策等考えてく
ださった結果、楽しく通えるようになり
ました。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

32 7 0 3

・登園することに拒否はないが、なんと
なく行くのにぐずり、クラスのお部屋に
入るのをためらい、時間がかかる
本人からの発信がないのでわかりません
・泣かずに通えてはいるが、楽しみにし
ているかどうかまでは分からない。
・毎日楽しそうに通っています。
家では行きたくないと言ってもクラスに
入ればニコニコで走り回っています。
・環境の変化に伴い行き渋りがありま
す。
・昨年は毎日楽しみに通っていましたが
今年に入ってからは行きたくないと言う
時もあります。

29 事業所の支援に満足していますか。

33 8 1 0

・もう少し職員数を増やしてもらい、療
育に力をいれてもらえるとありがたい。
母子付き添い、母子通所などひまわりに
行く回数が多い割に、先生たちと情報共
有する機会が少ない。先生方が忙しく、
話ができない。
小学校に向けて、年⾧からは付き添いは
なくし、母子通所のみにしてもいいので
はないか。
保護者会は、役員の負担が大きい。療育
施設でも、保護者会は必要なのか疑問。
子どもの対応に専念できるようにしてほ
しい。
・いつもありがとうございます。

満
足
度

非
常
時
等
の
対
応

・事故、ケガ等が発生した時は、看護師
がお子さんの様子を確認、対応し、受診
の必要性等の判断をしています。事故や
ケガの内容については、市へ報告、ヒヤ
リハットの記入、再発予防策の職員への
周知等を行っています。

・毎月の園だよりで行事予定をお知らせ
しているところです。又、行事前には活
動の概要等の詳細をお便りで配布、周知
をしています。
・行事のお知らせ等はクラス内でも詳細
を対面でお伝えしたり、板書をしたり、
児童発達支援システムを活用したりし、
保護者の皆さんにとってわかりやすい伝
達方法の工夫を今後も努めていきます。
・自己評価の結果、支援プログラムにつ
いては、ホームページで公開をしていま
す。

・火災、地震、不審者等の避難訓練を時
間帯、天気、保護者のいない時間等様々
な事態を想定して、毎月繰り返し実施し
ています。「わからない」「どちらとも
いえない」の回答も寄せられております
ので、訓練の様子等を保護者の方にお伝
えする工夫をしていきたいと思います。
・各種マニュアルは策定されています
が、周知には至っていないため、研修等
の機会をとらえてお知らせしていきま
す。

・国からの児童発達支援ガイドラインの
中に、家族支援の一つとして、家族が、
こどもの発達状況や特性の理解に繋がる
相談援助、また、支援場面を通じた実践
に繋がる機会の提供、などがあります。
ひまわりでは親子通園の中で、個々の状
況に合わせた相談支援をさせて頂くこと
を大切に考えているところです。こども
の成⾧段階によっても課題等が変わって
来るため、一律に年⾧の親子通園をやめ
る等ではなく、個別に相談させていただ
ければと思います。
・保護者会については、ひまわりの発達
支援にご協力をいただいています。役員
等、保護者会の中で決めていくことにな
ろうかと思います。

・「どちらともいえない」「わからな
い」という回答が多くありました。こど
もさんの表す姿から常に環境や支援方法
等の振り返り、見直しを行っていきま
す。お子さんからの発信では伝わりづら
い部分等も配慮し、通所して過ごしてい
る様子、活動での姿等を丁寧に保護者の
方へお伝えしていくよう努めます。
・登園時の様子については、家庭と共に
不安な要因を探り、こどもさんにとって
何が楽しみに繋がるかを考え、すべての
お子さんが毎日楽しみに登園できるよう
支援に努めていきます。

・安全計画に沿って、屋外・室内遊具点
検、施設安全点検、消防関係自主点検を
行っています。又、屋外・室内遊具点検
については遊具点検の研修を受け、職員
間で周知して点検を行っています。
・一人ひとりの安全と安心を第一に、今
後も国や県からの情報を収集しながら避
難訓練等を実施していきます。

・多くの方に「はい」と回答をいただき
ました。今後、すべての方に安心感を
持って通所をしていただけるよう引き続
き丁寧な支援を行っていきます。


